










憧れ










　場所はヤグモ地方、カラスキ王国。リオが岩の家の面々と共に、ユバの村に滞在している間の話だ。

　まだ日が暮れるには少し早い時間帯。リオが岩の家の面々と一緒にユバ宅の居間でくつろいでいると──、

「ねえ、リオー」

　玄関から仕事に出ていたルリが入ってきて、土間からリオに語りかける。居間と玄関は繋がっているので、現れたのがルリであることはすぐにわかった。声もよく届く。ただリオはちゃんと立ち上がって、ルリがいる玄関へと歩み寄った。

「なに、ルリ？」

「ちょっと手伝ってほしいことがあるんだけど、来てもらってもいい？」

「いいよ、行こうか」

　リオは何の手伝いなのかは確認しなくとも、二つ返事で快諾する。

「えっへへ、ありがと」

　ルリは嬉しそうに破顔して礼を言う。

「そういうわけなのでちょっと行ってきますね」

　リオは居間にいる美春やセリア達にそう言って、そのまま家から出て行こうと靴を履いて立ち上がった。

「人数が必要だったら私達も手伝いますよ？」

　と、サラが申し出て、他の者達もうんうんと頷いて腰を上げようとする。が──、

「大丈夫、大丈夫。みんなは大切なお客さんなんだからさ。お家のことは全部任せちゃっているし、あんまり手伝ってもらってばかりだと悪いし、家でゆっくりしていて。リオがいればバッチリだから、ね？」

　ルリは一同を制止させてから、リオの顔を見上げてウインクした。

「とりあえず行ってみようか」

　リオはくすりと笑って応じる。ルリもリオの能力を知った上で頼みに来ているのだろうし、以前、村で暮らしていた頃に無茶なお願いをされたことはなかった。話は移動しながら聞けばよい。

「うん。さ、こっちこっち」

　ルリはリオの腕を引っ張り、玄関から出て行く。そんな様子を──、

「………………」

　ちょっと物珍しそうに見送る美春やセリア達。ルリと接するリオの態度をなんとも新鮮に思ったのだ。

　自分達といる時のリオに遠慮があるというわけではないし、自然体ではないというわけでもないのだが、自分達といる時とはまた違ったリオらしさを垣間見た気がした。そのことに対する嫉妬というか、それに近いネガティブな感情は不思議と湧き起こってはこない。それはきっと、リオとルリが築いている親しさが従姉弟の関係にあるからこそのものだからなのだろう。ただ──、

「いいなあ……」

　ラティーファがぽつりと呟く。どうやら妹としての立場ではなかなか築くことはできないリオとの親密さに対する『憧れ』があるらしい。だから──、

「やっぱり私もお手伝いに行く！」

　ラティーファは思い立ったように立ち上がり、そそくさと駆けだしてリオ達の後を追いかけた。すると──、

「じゃあ、私も」「みんなで片付けた方が早いことに違いはないでしょうからね」「行きましょうか」

　他の少女達も続々と立ち上がり、結局はみんなでリオ達の後を追うことになる。

「行ってらっしゃい」

　ユバはふふんと口許をほころばせながら、一同を見送ったのだった。
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